
おぎゅう小　＜学しゅうのやくそく＞

・じゅぎょうのはじめとおわりに、はっきりとしたこえであい
さつをします。

・ふでばこに、えんぴつ５～６本、けしゴム、ミニものさし、
名前ペン、 赤・青えんぴつを入れておきます。
・下じきを、もってきます。
・えんぴつは、いえでけずります。

・あいさつがおわったら、つぎの学しゅうのじゅんびをし
て、休けいします。
・みじかい休みじかんには、たいいくかんやグラウンド
へいきません。

・えんぴつを正しくもち、よいしせいで字をかきます。
・下じきをし、字をていねいにかきます。
・せんをひくときはものさしをつかいます。
・ならったかん字をできるだけつかいます。

・はなしをする人のほうに、からだをむけてききます。
・はなしのおわりまでしっかりとききます。

・いえでする学しゅうのじかんは、【１０分×学ねん】をめ
やすにします。
・しゅくだいがおわったら、すすんで、じしゅ学しゅうをしま
す。

・まえの日に、じかんわりにあわせて学しゅうようぐのじゅ
んびをします。
・れんらくちょうを見て、もちものをかくにんします。

・名まえをよばれたら「はい」とへんじをして立ちます。
・ていねいなことばづかいをします。


